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第5図　性別血圧平均値の比較

7．血圧

性別，年令階級別平均値
（全国5月）
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　昭和35年度成績の血圧の平均値について性別，年令階

級別にみると第5図のとおり最高血圧は男子では30～34

才位迄は余り変りないが以後は年令とともに急激に増加

し，70才以上では166mmHgに達する。

　女子は25～29才をすぎると年令の増加にともなって上

昇し，45～49才をこえると男子を上回り，70才以上では

170mmHgを示している。最低血圧については男女とも

年令とともに増加するがその上昇率は最高血圧に比べて

小さい。また一般に男子は女子よりも高く60才以上では

最高血圧と同じく女子より低くなるが，70才以上では90

mmHgに達する。女子は年令の増加に伴い順次上昇し70

才以上では92mmHgとなっている。

　血圧平均値の年次推移

　血圧の平均値について昭和33年からの年次推移をみる

と第6図のとおり最高血圧，最低血圧ともに殆んど向じ

傾向であり，大きな相違はみとめられない。

　　業態別，性別血圧平均値の比較

次に業態別，性別に血圧平均値を比較してみると最高血圧については35～39才までは生産者世帯の男子

が最も高く，次いで消費者世帯男子，生産者世帯女子の順

となっており，最も低いのは消費者世帯の女子である。

　この様な傾向は，35～39才をすぎて55～59才までは全く

同様であるが60～64才になると消費者世帯の女子が最も高

くなり70才で170mmHgに達する，それに次いで生産者世

帯の女子が男子を上回って70才以上で170mmHgになる。

男子では60～64才から65～69才にかけて一時停滞するが70

才になると165mmHg，また生産者世帯の男子も同じ様に

70才で165mmHgに達する。

　最低血圧については消費者世帯の男子が60～64才の年令

層まで最も高く他を上回るが最高血圧と同じく65～69才に

なると若干停滞し，70才以上で再び上昇して92㎜Hgに

達する。消費者世帯の女子は年令とともに増加し，70才で

98mmHgを示す，消費者世帯の女子についでは生産者世帯

男子，生産者世帯女子の順となっている。

第6図　血圧平均値の年次推移（全国　男）
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第38表　　性別，年令別高血圧比率
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最高血圧150mmHg以上

最低血圧　90mmHg以上

単位＝％

年 令
最 高 血圧 最 低 血 圧

男 女 男 女

　　性別高血圧比率

　昭和35年度成績から性別高血圧の比率をみると第38表のとおりで55～59才の年令層までは男子が僅かに

女子を上回るが60～64才をこえると女子の方が多くなり70才以上では74．1％にまで達する，これを最低血

圧についてみると60～64才の年令層までは男子が女子に比べて上回っておるが65～69才になると最高血圧

同様，女子が男子を上回り70才以上では53．5％に達する。

　　業態別，性別高血圧比率

　高血圧比率を業態別，性別にみると30～34才の年令層までは一般に女子の方が低いが35～39才から45～

49才になると消費者世帯の男子，消費者世帯の女子，生産者世帯の女子，生産者世帯の男子の順となる。

しかし50～55才をすぎると消費者世帯の女子は上昇をつづけて70才以上では75％に達する。

　最低血圧についてみると45～49才にかけては消費者世帯の男子が最も高く，また50～54才をすぎると消

費者世帯の女子が高くなり65～69才では高血圧比率が57％に達する。

8．食材料費

　1）全国1人1日当り食材料費

全国1人1日当りの食費は112．22円（うち動物性食品の入手に要した費用30．96円）で前年の105．64円

を6．2％上回っている。これは前年の上昇率2．4％を更に大きく上回る増加である。特に動物性食品費は

前年に比べ12．5％もの伸びがみられる。

次に食材料費の総額中に占める食品群別の構成比をみると穀類は33．4％で前年の36．1％より低くなって

いるが，豆類5．0％，魚介類13．4％，肉，卵，乳類14．2％，野菜類6．4％，果実類5．4％などいずれも前

年より増加の傾向がみられる。

　2） 業態別1人1日当り食材料費


